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何も恐れることはないも恐れることはない恐れることはないれることはない
黙示録 2:8-11

2:8 また、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでスミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでにある教会の御使いに書き送れ。『初めでの御使いに書き送れ。『初めで御使いに書き送れ。『初めでいに書き送れ。『初めでき送れ。『初めで送れ。『初めでれ。『初めで初めでめで
あり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われ終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われわり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われである方、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで死んでよみがえられた方が、こう言われんでよみがえられた方が、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでこう言われ言われわれ

る──。

2:9 わたしは、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めであなたの御使いに書き送れ。『初めで苦難と貧しさを知っている。だが、あと貧しさを知っている。だが、あしさを知っている。だが、あ知っている。だが、あっている。だが、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めであ
なたは富んでいるのだ。ユダヤ人だと自称しているが実はそうんでいるの御使いに書き送れ。『初めでだ。ユダヤ人だと自称しているが実はそう人だと自称しているが実はそうだと自称しているが実はそうしているが実はそうはそう言われ

でない者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられてたち、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでサタンの会衆である者たちから、ののしられての御使いに書き送れ。『初めで会の御使いに書き送れ。『初めで衆である者たちから、ののしられてである者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられてたちから、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでの御使いに書き送れ。『初めでの御使いに書き送れ。『初めでしられて

いることも恐れることはない、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでわたしは知っている。だが、あっている。

2:10 あなたが受けようとしている苦しみを、何も恐れることはけよう言われとしている苦しみを知っている。だが、あ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで何も恐れることはないも恐れることはない恐れることはないれることは
ない。見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをよ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをは試すために、あなたがたのうちのだれかをすために、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めであなたがたの御使いに書き送れ。『初めでう言われちの御使いに書き送れ。『初めでだれかを知っている。だが、あ

牢に投げ込もうとしている。あなたがたは十日の間、苦難にあに投げ込もうとしている。あなたがたは十日の間、苦難にあげ込もうとしている。あなたがたは十日の間、苦難にあ込もうとしている。あなたがたは十日の間、苦難にあも恐れることはないう言われとしている。あなたがたは十日の間、苦難にあの御使いに書き送れ。『初めで間、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで苦難と貧しさを知っている。だが、あにあ

う言われ。死んでよみがえられた方が、こう言われに至るまで忠実でありなさい。そうすれば、わたしはあるまで忠実はそうであり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われなさい。そう言われすれば、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでわたしはあ

なたにいの御使いに書き送れ。『初めでちの御使いに書き送れ。『初めで冠を与える。を知っている。だが、あ与える。える。

2:11 耳のある者は、御霊が諸教会に告げることを聞きなさい。の御使いに書き送れ。『初めである者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられては、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで御霊が諸教会に告げることを聞きなさい。が諸教会の御使いに書き送れ。『初めでに告げることを聞きなさい。げ込もうとしている。あなたがたは十日の間、苦難にあることを知っている。だが、あ聞きなさい。き送れ。『初めでなさい。
勝利を得る者は、決して第二の死によって害を受けることはなを知っている。だが、あ得る者は、決して第二の死によって害を受けることはなる者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられては、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで決して第二の死によって害を受けることはなして第二の死によって害を受けることはなの御使いに書き送れ。『初めで死んでよみがえられた方が、こう言われによって害を受けることはなを知っている。だが、あ受けようとしている苦しみを、何も恐れることはけることはな

い。』

　黙示録 2章とと 3章とには、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでエペソ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでスミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでペルガモンの会衆である者たちから、ののしられて、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで

ティアティラ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでサルディス、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでフィラデルフィア、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでラオディキア

にある七つの教会に届けられたイエス・キリストのメッセージつの御使いに書き送れ。『初めで教会の御使いに書き送れ。『初めでに届けられたイエス・キリストのメッセージけられたイエス・キリストのメッセージの御使いに書き送れ。『初めでメッセージ

が書き送れ。『初めでかれています。その御使いに書き送れ。『初めでどれも恐れることはないが、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでキリストのメッセージの御使いに書き送れ。『初めで姿の描写、賞賛の御使いに書き送れ。『初めで描写、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで賞賛

の御使いに書き送れ。『初めで言われ葉、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで叱責の言葉、約束の言葉で成り立っています。ただしの御使いに書き送れ。『初めで言われ葉、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで約束の言葉で成り立っています。ただしの御使いに書き送れ。『初めで言われ葉で成り立っています。ただしり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われ立っています。ただしっています。ただし、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで

ラオディキアの御使いに書き送れ。『初めで教会の御使いに書き送れ。『初めでには褒め言葉はなく、スミルナとフィラデめ言われ葉はなく、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでスミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでとフィラデ

ルフィアにはお叱りの言葉はありません。叱り終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われの御使いに書き送れ。『初めで言われ葉はあり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われません。

　スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでの御使いに書き送れ。『初めで教会の御使いに書き送れ。『初めでには叱責の言葉、約束の言葉で成り立っています。ただしの御使いに書き送れ。『初めで言われ葉はないの御使いに書き送れ。『初めでですが、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでキリストのメッセージは

「あなたが受けようとしている苦しみを、何も恐れることはけよう言われとしている苦しみを知っている。だが、あ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで何も恐れることはないも恐れることはない恐れることはないれることはな

い」（10節）と言っておられます。これは以前の訳のようにと言われってお叱りの言葉はありません。られます。これは以前の訳のようにの御使いに書き送れ。『初めで訳のようにの御使いに書き送れ。『初めでよう言われに



「あなたが受けようとしている苦しみを、何も恐れることはけよう言われとしている苦しみを知っている。だが、あ恐れることはないれてはいけない」

（新改訳のように第二の死によって害を受けることはな版）と言っておられます。これは以前の訳のようにと訳のようにしたほう言われが良いかと思います。「恐れていかと思います。「恐れています。「恐れることはないれて

はいけない」と言われわれているからには、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでスミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでの御使いに書き送れ。『初めでクリスチャ

ンの会衆である者たちから、ののしられてには迫ってくる迫害に対する「恐れ」があったわけで、叱責ってくる迫ってくる迫害に対する「恐れ」があったわけで、叱責害を受けることはなに対する「恐れ」があったわけで、叱責する「恐れることはないれ」があったわけで、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで叱責の言葉、約束の言葉で成り立っています。ただし

ではあり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われませんが、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでキリストのメッセージはそれを知っている。だが、あ戒めておられるからですめてお叱りの言葉はありません。られるからです。

　私たちも、様々な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者たちも恐れることはない、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで様々な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者に「恐れることはないれ」を知っている。だが、あいだき送れ。『初めでます。神が信仰者が信仰者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられて

にくださる賜物のひとつは「平安」ですが、「恐れ」によっての御使いに書き送れ。『初めでひとつは「平安」ですが、「恐れ」によって」ですが、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで「恐れることはないれ」によって

それを知っている。だが、あ失ってしまうことがあります。そうならないよう、「恐ってしまう言われことがあり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われます。そう言われならないよう言われ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで「恐れることはない

れるな」という言われキリストのメッセージの御使いに書き送れ。『初めで言われ葉を知っている。だが、あしっかり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われと聞きなさい。いてお叱りの言葉はありません。き送れ。『初めでましょ

う言われ。

　一、自分を見るを見る見るる

　しかし、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで私たちも、様々な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者たちはなぜ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで「恐れることはないれる」の御使いに書き送れ。『初めででしょう言われか。それは三

つの御使いに書き送れ。『初めでも恐れることはないの御使いに書き送れ。『初めでが見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをえていないからだと思います。「恐れてわれます。第一は「自分」は「自分」」

です。自分」を知っている。だが、あ正しく見ていないとき恐れがやってきます。自分しく見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをていないとき送れ。『初めで恐れることはないれがやってき送れ。『初めでます。自分」

には、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで困難と貧しさを知っている。だが、あに立っています。ただしち向かうだけの力がない、苦しみを耐える忍耐かう言われだけの御使いに書き送れ。『初めで力がない、苦しみを耐える忍耐がない、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで苦しみを知っている。だが、あ耐える忍耐える忍耐える忍耐

も恐れることはない持ち合わせていないと、自分の弱さ、乏しさばかりが見えてち合わせていないと、自分の弱さ、乏しさばかりが見えてわせていないと、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで自分」の御使いに書き送れ。『初めで弱さ、乏しさばかりが見えてさ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで乏しさばかりが見えてしさばかり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われが見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをえて、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで

自分」に与える。えられている神が信仰者の御使いに書き送れ。『初めで賜物のひとつは「平安」ですが、「恐れ」によってを知っている。だが、あ見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかを過ごしてしまうことが良くごしてしまう言われことが良いかと思います。「恐れてく

あり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われます。そんな時、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで恐れることはないれがやってくるの御使いに書き送れ。『初めでです。

　ほんとう言われは何も恐れることはないも恐れることはない持ち合わせていないと、自分の弱さ、乏しさばかりが見えてっていないの御使いに書き送れ。『初めでに、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで自分」が何も恐れることはない者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられてであるかの御使いに書き送れ。『初めでよ

う言われに驕って、他を見下すような人がいます。それは、間違ったって、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで他を見下すような人がいます。それは、間違ったを知っている。だが、あ見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかを下すような人がいます。それは、間違ったすよう言われな人だと自称しているが実はそうがいます。それは、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで間違ったった

優越意識です。逆に、自分に与えられている良いものまで見失です。逆に、自分に与えられている良いものまで見失に、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで自分」に与える。えられている良いかと思います。「恐れていも恐れることはないの御使いに書き送れ。『初めでまで見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかを失ってしまうことがあります。そうならないよう、「恐

い、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで他を見下すような人がいます。それは、間違ったの御使いに書き送れ。『初めで人だと自称しているが実はそうとくらべて自分」は劣っていると思い込んで萎縮してっていると思います。「恐れてい込もうとしている。あなたがたは十日の間、苦難にあんで萎縮してして

しまう言われ人だと自称しているが実はそうも恐れることはないいます。そう言われした劣っていると思い込んで萎縮して等意識です。逆に、自分に与えられている良いものまで見失も恐れることはないまた間違ったっています。

信仰者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられては謙遜であろうと努力しますので、どうかすると、間であろう言われと努力がない、苦しみを耐える忍耐しますの御使いに書き送れ。『初めでで、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでどう言われかすると、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで間

違ったった劣っていると思い込んで萎縮して等意識です。逆に、自分に与えられている良いものまで見失を知っている。だが、あ持ち合わせていないと、自分の弱さ、乏しさばかりが見えてってしまう言われことがあり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われます。謙遜であろうと努力しますので、どうかすると、間であるこ

とは、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで自分」を知っている。だが、あ卑下すような人がいます。それは、間違ったし、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでドアマットのメッセージの御使いに書き送れ。『初めでよう言われに人だと自称しているが実はそう々な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者に踏みつけられみつけられ



るままでいることとは違ったいます。謙遜であろうと努力しますので、どうかすると、間であることは一は「自分」切の誇りの御使いに書き送れ。『初めで誇りり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われ

を知っている。だが、あ捨て去ることでもありません。私たちは人間的な誇りは捨てて去ることでもありません。私たちは人間的な誇りは捨てることでも恐れることはないあり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われません。私たちも、様々な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者たちは人だと自称しているが実はそう間的な誇りは捨てな誇りり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われは捨て去ることでもありません。私たちは人間的な誇りは捨てて

ますが、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで神が信仰者を知っている。だが、あ誇りり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでイエス・キリストのメッセージを知っている。だが、あ誇りり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われます（ピリピ

3:3）と言っておられます。これは以前の訳のように。私たちも、様々な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者たちは「神が信仰者の御使いに書き送れ。『初めで子」、ロイヤル・ファミリーの一員で」、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでロイヤ人だと自称しているが実はそうル・ファミリーの御使いに書き送れ。『初めで一は「自分」員でで

あり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで神が信仰者の御使いに書き送れ。『初めで国の「相続人」です（ローマの御使いに書き送れ。『初めで「相続人だと自称しているが実はそう」です（ローマ 8:14、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで17）と言っておられます。これは以前の訳のように。私たちも、様々な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者たちは

主が与えてくださった特権を誇ってよいのです。が与える。えてくださった特権を誇ってよいのです。を知っている。だが、あ誇りってよいの御使いに書き送れ。『初めでです。

　スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでの御使いに書き送れ。『初めで町は、小アジアで三番目に大きく、町の人たちはは、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで小アジアで三番目に大きく、町の人たちはアジアで三番目に大きく、町の人たちはに大きく、町の人たちはき送れ。『初めでく、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで町は、小アジアで三番目に大きく、町の人たちはの御使いに書き送れ。『初めで人だと自称しているが実はそうたちは

「スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでこそアジアの御使いに書き送れ。『初めでメトのメッセージロポリスだ」という言われ誇りり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われを知っている。だが、あ持ち合わせていないと、自分の弱さ、乏しさばかりが見えてって

いました。お叱りの言葉はありません。そらく、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでスミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでの御使いに書き送れ。『初めで教会の御使いに書き送れ。『初めでも恐れることはない、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで豊かな教会だったのかな教会の御使いに書き送れ。『初めでだったの御使いに書き送れ。『初めで

でしょう言われ。ところが、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでキリストのメッセージが「わたしは、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めであなたの御使いに書き送れ。『初めで苦難と貧しさを知っている。だが、あと

貧しさを知っている。だが、あしさを知っている。だが、あ知っている。だが、あっている」（9節）と言っておられます。これは以前の訳のようにと言われわれたよう言われに、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで教会の御使いに書き送れ。『初めでは、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで迫ってくる迫害に対する「恐れ」があったわけで、叱責

害を受けることはなの御使いに書き送れ。『初めでため、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでメンの会衆である者たちから、ののしられてバーを知っている。だが、あ失ってしまうことがあります。そうならないよう、「恐い、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで貧しさを知っている。だが、あしく小アジアで三番目に大きく、町の人たちはさくなり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われました。スミル

ナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでの御使いに書き送れ。『初めでクリスチャンの会衆である者たちから、ののしられてはそれを知っている。だが、あ嘆き、これ以上の苦しみが襲ってきき送れ。『初めで、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでこれ以上の苦しみが襲ってきの御使いに書き送れ。『初めで苦しみが襲ってきってき送れ。『初めで

たら、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでも恐れることはないう言われ自分」たちは駄目に大きく、町の人たちはになってしまう言われと恐れることはないれたの御使いに書き送れ。『初めでではない

かと思います。「恐れてわれます。

　しかし、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでキリストのメッセージは言われわれました。「だが、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めであなたは富んでいるのだ。ユダヤ人だと自称しているが実はそうんで

いるの御使いに書き送れ。『初めでだ」（9節）と言っておられます。これは以前の訳のようにと。スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでの御使いに書き送れ。『初めで教会の御使いに書き送れ。『初めでは多くのものを失い、くの御使いに書き送れ。『初めでも恐れることはないの御使いに書き送れ。『初めでを知っている。だが、あ失ってしまうことがあります。そうならないよう、「恐い、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで

貧しさを知っている。だが、あしくなり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われました。しかし、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで教会の御使いに書き送れ。『初めでは信仰に富んでいるのだ。ユダヤ人だと自称しているが実はそうむ者になったので者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられてになったの御使いに書き送れ。『初めでで

す。地上の苦しみが襲ってきの御使いに書き送れ。『初めでも恐れることはないの御使いに書き送れ。『初めでを知っている。だが、あ失ってしまうことがあります。そうならないよう、「恐い貧しさを知っている。だが、あしくなった分」だけ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで地上の苦しみが襲ってきの御使いに書き送れ。『初めでも恐れることはないの御使いに書き送れ。『初めでに頼らら

ず、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで神が信仰者に頼らるよう言われになったからです。神が信仰者はご自分」に信頼らする者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられて

を知っている。だが、あ「信仰に富んでいるのだ。ユダヤ人だと自称しているが実はそうむ者になったので者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられて、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで…御国の「相続人」です（ローマを知っている。だが、あ受けようとしている苦しみを、何も恐れることはけ継ぐ者」（ヤコブぐ者」（ヤコブ者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられて」（ヤ人だと自称しているが実はそうコブ 2:5）と言っておられます。これは以前の訳のようにとし

てくださいました。「心の貧しい者は幸いです。天の御国はその御使いに書き送れ。『初めで貧しさを知っている。だが、あしい者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられては幸いです。天の御国はそいです。天の御国はその御使いに書き送れ。『初めで御国の「相続人」です（ローマはそ

の御使いに書き送れ。『初めで人だと自称しているが実はそうたちの御使いに書き送れ。『初めでも恐れることはないの御使いに書き送れ。『初めでだからです」（マタイ 5:3）と言っておられます。これは以前の訳のようにとある通りです。り終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われです。

　スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでの御使いに書き送れ。『初めで信仰者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられてたちは、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで迫ってくる迫害に対する「恐れ」があったわけで、叱責害を受けることはなや苦しみの御使いに書き送れ。『初めで中で落胆していまで落胆していましていま

した。信仰の御使いに書き送れ。『初めで目に大きく、町の人たちはで、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでキリストのメッセージの御使いに書き送れ。『初めで目に大きく、町の人たちはで自分」たちを知っている。だが、あ見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをよう言われとしな

かったため、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで「信仰の御使いに書き送れ。『初めで富んでいるのだ。ユダヤ人だと自称しているが実はそう」を知っている。だが、あ見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかを失ってしまうことがあります。そうならないよう、「恐っていたの御使いに書き送れ。『初めでです。それで、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでキ

リストのメッセージは、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでスミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでの御使いに書き送れ。『初めで教会の御使いに書き送れ。『初めでに、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで「あなたは実はそう際は富んでいるのは富んでいるのだ。ユダヤ人だと自称しているが実はそうんでいるの御使いに書き送れ。『初めで



だ」と言われって、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで教会の御使いに書き送れ。『初めでに与える。えられている「信仰の御使いに書き送れ。『初めで富んでいるのだ。ユダヤ人だと自称しているが実はそう」に目に大きく、町の人たちはを知っている。だが、あ向かうだけの力がない、苦しみを耐える忍耐け

させてくださったの御使いに書き送れ。『初めでです。私たちも、様々な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者たちも恐れることはない、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで自分」たちの御使いに書き送れ。『初めで足りなさだけり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われなさだけ

に目に大きく、町の人たちはを知っている。だが、あ向かうだけの力がない、苦しみを耐える忍耐けるの御使いに書き送れ。『初めででなく、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで神が信仰者から与える。えられている「信仰の御使いに書き送れ。『初めで富んでいるのだ。ユダヤ人だと自称しているが実はそう」に

目に大きく、町の人たちはを知っている。だが、あ留めましょう。それによって困難に押しつぶされることなめましょう言われ。それによって困難と貧しさを知っている。だが、あに押しつぶされることなしつぶされることな

く、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで恐れることはないれを知っている。だが、あ克服して、問題を乗り越えていきたいと思います。して、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで問題を乗り越えていきたいと思います。を知っている。だが、あ乗り越えていきたいと思います。り終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われ越えていき送れ。『初めでたいと思います。「恐れています。

　二、敵を見るを見る見るる

　私たちも、様々な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者たちが恐れることはないれを知っている。だが、あ抱くのは、第二に、問題や困難を正しく見てくの御使いに書き送れ。『初めでは、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで第二の死によって害を受けることはなに、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで問題を乗り越えていきたいと思います。や困難と貧しさを知っている。だが、あを知っている。だが、あ正しく見ていないとき恐れがやってきます。自分しく見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをて

いないからです。それを知っている。だが、ああまり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われにも恐れることはない大きく、町の人たちはき送れ。『初めでなも恐れることはないの御使いに書き送れ。『初めで、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで難と貧しさを知っている。だが、あしいも恐れることはないの御使いに書き送れ。『初めで、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで

手に負えないものと思い込んでしまい、戦う前から敗北していに負えないものと思い込んでしまい、戦う前から敗北していえないも恐れることはないの御使いに書き送れ。『初めでと思います。「恐れてい込もうとしている。あなたがたは十日の間、苦難にあんでしまい、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで戦う前から敗北していう言われ前の訳のようにから敗北していしてい

るの御使いに書き送れ。『初めでです。それは、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで「敵が見えていない」からだと言ってよいが見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをえていない」からだと言われってよい

でしょう言われ。

　キリストのメッセージはスミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでの御使いに書き送れ。『初めで教会の御使いに書き送れ。『初めでに苦しみが迫ってくる迫害に対する「恐れ」があったわけで、叱責っていることを知っている。だが、あ告げることを聞きなさい。げ込もうとしている。あなたがたは十日の間、苦難にあ

て言われわれました。「見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをよ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをは試すために、あなたがたのうちのだれかをすために、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めであなたがたの御使いに書き送れ。『初めでう言われ

ちの御使いに書き送れ。『初めでだれかを知っている。だが、あ牢に投げ込もうとしている。あなたがたは十日の間、苦難にあに投げ込もうとしている。あなたがたは十日の間、苦難にあげ込もうとしている。あなたがたは十日の間、苦難にあ込もうとしている。あなたがたは十日の間、苦難にあも恐れることはないう言われとしている。あなたがたは十日の間、苦難にあの御使いに書き送れ。『初めで

間、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで苦難と貧しさを知っている。だが、あにあう言われ。」（10節）と言っておられます。これは以前の訳のように人だと自称しているが実はそう々な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者は、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでこの御使いに書き送れ。『初めで言われ葉を知っている。だが、あ聞きなさい。いて恐れることはないれた

ことでしょう言われが、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでキリストのメッセージはこう言われ語ることによって、苦しみがることによって、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで苦しみが

果てしなく続くのでなく、制限されていることを伝えておられてしなく続くの御使いに書き送れ。『初めででなく、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで制限されていることを伝えておられされていることを知っている。だが、あ伝えておられえてお叱りの言葉はありません。られ

るの御使いに書き送れ。『初めでです。つまり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでやってくる苦しみは殉教ではなく投げ込もうとしている。あなたがたは十日の間、苦難にあ獄であであ

り終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでその御使いに書き送れ。『初めで投げ込もうとしている。あなたがたは十日の間、苦難にあ獄であも恐れることはない何も恐れることはないヶ月も、何年もというのでなく、十日の間だ月も、何年もというのでなく、十日の間だも恐れることはない、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで何も恐れることはない年もというのでなく、十日の間だも恐れることはないという言われの御使いに書き送れ。『初めででなく、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで十日の間、苦難にあの御使いに書き送れ。『初めで間だ

けだと告げることを聞きなさい。げ込もうとしている。あなたがたは十日の間、苦難にあてお叱りの言葉はありません。られるの御使いに書き送れ。『初めでです。教会の御使いに書き送れ。『初めでの御使いに書き送れ。『初めで誰か、おそらく、指導者か、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでお叱りの言葉はありません。そらく、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで指導者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられて

の御使いに書き送れ。『初めでひとり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われが捕まえられ、獄に繋がれる。しかし、十日の後に釈まえられ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで獄であに繋がれる。しかし、十日の後に釈がれる。しかし、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで十日の間、苦難にあの御使いに書き送れ。『初めで後に釈に釈

放されるということが言われているのです。されるという言われことが言われわれているの御使いに書き送れ。『初めでです。

　コリンの会衆である者たちから、ののしられてトのメッセージ第一は「自分」 10:13に書き送れ。『初めでかれていることは真実はそうです。「あな

たがたが経験した試練はみな、人の知らないものではありませした試すために、あなたがたのうちのだれかを練はみな、人の知らないものではありませはみな、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで人だと自称しているが実はそうの御使いに書き送れ。『初めで知っている。だが、あらないも恐れることはないの御使いに書き送れ。『初めでではあり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われませ

ん。神が信仰者は真実はそうな方です。あなたがたを知っている。だが、あ耐える忍耐えられない試すために、あなたがたのうちのだれかを練はみな、人の知らないものではありませにあわ

せることはなさいません。む者になったのでしろ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで耐える忍耐えられるよう言われに、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで試すために、あなたがたのうちのだれかを練はみな、人の知らないものではありませと



とも恐れることはないに脱出の道も備えていてくださいます。」神は、決して、の御使いに書き送れ。『初めで道も備えていてくださいます。」神は、決して、も恐れることはない備えていてくださいます。」神は、決して、えていてくださいます。」神が信仰者は、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで決して第二の死によって害を受けることはなして、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで

私たちも、様々な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者たちを知っている。だが、あ耐える忍耐えられない試すために、あなたがたのうちのだれかを練はみな、人の知らないものではありませにあわせることはあり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われません。どん

な試すために、あなたがたのうちのだれかを練はみな、人の知らないものではありませにも恐れることはない「脱出の道も備えていてくださいます。」神は、決して、の御使いに書き送れ。『初めで道も備えていてくださいます。」神は、決して、」があり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われます。試すために、あなたがたのうちのだれかを練はみな、人の知らないものではありませは「洞穴」ではあり」ではあり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われ

ません。それは「トのメッセージンの会衆である者たちから、ののしられてネル」の御使いに書き送れ。『初めでよう言われなも恐れることはないの御使いに書き送れ。『初めでです。「洞穴」ではあり」には

出の道も備えていてくださいます。」神は、決して、口はありませんが、「トンネル」には出口があります。たとはあり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われませんが、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで「トのメッセージンの会衆である者たちから、ののしられてネル」には出の道も備えていてくださいます。」神は、決して、口はありませんが、「トンネル」には出口があります。たとがあり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われます。たと

えそこは暗くても、神を信じて進んでいくなら、その先に光がくても恐れることはない、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで神が信仰者を知っている。だが、あ信じて進んでいくなら、その先に光がんでいくなら、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでその御使いに書き送れ。『初めで先に光がに光がが

見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをえてき送れ。『初めでます。暗くても、神を信じて進んでいくなら、その先に光がい道も備えていてくださいます。」神は、決して、の御使いに書き送れ。『初めで先に光がには、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで救いがあり、報いがあるのでいがあり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで報いがあるのでいがあるの御使いに書き送れ。『初めでで

す。試すために、あなたがたのうちのだれかを練はみな、人の知らないものではありませを知っている。だが、あくぐ者」（ヤコブり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われ抜けたところには、神の恵みの光、栄光の光けたところには、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで神が信仰者の御使いに書き送れ。『初めで恵みの光、栄光の光みの御使いに書き送れ。『初めで光が、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで栄光がの御使いに書き送れ。『初めで光が

が待っているのです。っているの御使いに書き送れ。『初めでです。

　キリストのメッセージはまた、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで「見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをよ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをは…」と言われって、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをがこの御使いに書き送れ。『初めで

苦しみを知っている。だが、あ使いに書き送れ。『初めでって、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで人だと自称しているが実はそう々な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者の御使いに書き送れ。『初めで信仰を知っている。だが、あ駄目に大きく、町の人たちはにしよう言われといていることを知っている。だが、あ

告げることを聞きなさい。げ込もうとしている。あなたがたは十日の間、苦難にあています。神が信仰者は苦しみを知っている。だが、あ用いて信仰者を強めようとなさいいて信仰者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられてを知っている。だが、あ強めようとなさいめよう言われとなさい

ますが、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをは苦しみを知っている。だが、あ使いに書き送れ。『初めでって、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで信仰者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられてを知っている。だが、あ落胆していまさせ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで恐れることはないれさせ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで

神が信仰者から引き離そうとします。悪魔は「サタン」とも呼ばれ、そき送れ。『初めで離そうとします。悪魔は「サタン」とも呼ばれ、そそう言われとします。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをは「サタンの会衆である者たちから、ののしられて」とも恐れることはない呼ばれ、そばれ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでそ

れは「敵が見えていない」からだと言ってよい」という言われ意味ですが、彼は、神と対等な敵ではありまですが、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで彼は、神と対等な敵ではありまは、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで神が信仰者と対する「恐れ」があったわけで、叱責等な敵が見えていない」からだと言ってよいではあり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われま

せん。すでに敗北していしてお叱りの言葉はありません。り終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで神が信仰者の御使いに書き送れ。『初めで支配の下にあるのです。彼はの御使いに書き送れ。『初めで下すような人がいます。それは、間違ったにあるの御使いに書き送れ。『初めでです。彼は、神と対等な敵ではありまは

全能ではありません。神は、悪魔が教会を試みることを許されではあり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われません。神が信仰者は、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをが教会の御使いに書き送れ。『初めでを知っている。だが、あ試すために、あなたがたのうちのだれかをみることを知っている。だが、あ許されされ

れも恐れることはない、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで教会の御使いに書き送れ。『初めでを知っている。だが、あ滅ぼすことは許されていません。ぼすことは許されされていません。

　バンの会衆である者たちから、ののしられてヤ人だと自称しているが実はそうンの会衆である者たちから、ののしられての御使いに書き送れ。『初めで『初めで天の御国はそ路歴程』に、こんな場面があります。旅人が』に、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでこんな場面があります。旅人ががあり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われます。旅人だと自称しているが実はそうが

進んでいくなら、その先に光がんで行く道の両側にライオンがいて、今にも噛み付きそうにく道も備えていてくださいます。」神は、決して、の御使いに書き送れ。『初めで両側にライオンがいて、今にも噛み付きそうににライオンの会衆である者たちから、ののしられてがいて、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで今にも噛み付きそうににも恐れることはない噛み付きそうにみ付きそうにき送れ。『初めでそう言われに

待っているのです。ち構えています。旅人は一瞬たじろぐのですが、よく見るとえています。旅人だと自称しているが実はそうは一は「自分」瞬たじろぐのですが、よく見るとたじろぐ者」（ヤコブの御使いに書き送れ。『初めでですが、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでよく見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをると、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで

その御使いに書き送れ。『初めでライオンの会衆である者たちから、ののしられてには首輪があって鎖でつながれているのです。道があって鎖でつながれているのです。道でつながれているの御使いに書き送れ。『初めでです。道も備えていてくださいます。」神は、決して、

の御使いに書き送れ。『初めで真中で落胆していまを知っている。だが、あ歩きさえすれば、旅人はライオンから襲われることはき送れ。『初めでさえすれば、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで旅人だと自称しているが実はそうはライオンの会衆である者たちから、ののしられてから襲ってきわれることは

ないの御使いに書き送れ。『初めでです。この御使いに書き送れ。『初めでライオンの会衆である者たちから、ののしられては、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをの御使いに書き送れ。『初めでことです。ペテロ第一は「自分」

5:8に「身を慎み、目を覚ましていなさい。あなたがたの敵でを知っている。だが、あ慎み、目を覚ましていなさい。あなたがたの敵でみ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで目に大きく、町の人たちはを知っている。だが、あ覚ましていなさい。あなたがたの敵でましていなさい。あなたがたの御使いに書き送れ。『初めで敵が見えていない」からだと言ってよいで

ある悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをが、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで吼えたける獅子のように、だれかを食い尽くそうえたける獅子」、ロイヤル・ファミリーの一員での御使いに書き送れ。『初めでよう言われに、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでだれかを知っている。だが、あ食い尽くそうい尽くそうくそう言われ

と探し回っています」とあるように、彼は信仰者に攻撃してきし回っています」とあるように、彼は信仰者に攻撃してきっています」とあるよう言われに、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで彼は、神と対等な敵ではありまは信仰者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられてに攻撃してきしてき送れ。『初めで



ますが、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでキリストのメッセージに従って信仰の道を真っ直ぐに歩む者には触って信仰の御使いに書き送れ。『初めで道も備えていてくださいます。」神は、決して、を知っている。だが、あ真っ直ぐに歩む者には触ぐ者」（ヤコブに歩きさえすれば、旅人はライオンから襲われることはむ者になったので者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられてには触

れることはでき送れ。『初めでないの御使いに書き送れ。『初めでです。

　悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをが自分」を知っている。だが、あ「ライオンの会衆である者たちから、ののしられて」の御使いに書き送れ。『初めでよう言われに見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをせているの御使いに書き送れ。『初めでは、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで計略でで

す。本当の「ライオン」はキリストです。騙されてはいけませの御使いに書き送れ。『初めで「ライオンの会衆である者たちから、ののしられて」はキリストのメッセージです。騙されてはいけませされてはいけませ

ん。キリストのメッセージの御使いに書き送れ。『初めで他を見下すような人がいます。それは、間違った、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで主が与えてくださった特権を誇ってよいのです。なるお叱りの言葉はありません。方はあり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われません。私たちも、様々な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者たちはこの御使いに書き送れ。『初めでお叱りの言葉はありません。

方を知っている。だが、あ信じる信仰によって恐れることはないれを知っている。だが、あ振り払い、本当に恐れるべきおり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われ払い、本当に恐れるべきおい、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで本当の「ライオン」はキリストです。騙されてはいけませに恐れることはないれるべき送れ。『初めでお叱りの言葉はありません。

方を知っている。だが、あ恐れることはないれて歩きさえすれば、旅人はライオンから襲われることはむ者になったのでの御使いに書き送れ。『初めでです。

　三、キリストを見るを見る見るる

　私たちも、様々な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者たちが恐れることはないれにとらわれ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで平安」ですが、「恐れ」によってを知っている。だが、あ失ってしまうことがあります。そうならないよう、「恐い、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで問題を乗り越えていきたいと思います。や困難と貧しさを知っている。だが、あの御使いに書き送れ。『初めで中で落胆していまから

一は「自分」歩きさえすれば、旅人はライオンから襲われることはも恐れることはない先に光がに進んでいくなら、その先に光がめないの御使いに書き送れ。『初めでは、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで第三に、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで「キリストのメッセージを知っている。だが、あ見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをていない」

からです。

　ある時、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで弟子」、ロイヤル・ファミリーの一員でたちだけでガリラヤ人だと自称しているが実はそう湖を渡ろうとした時、舟がを知っている。だが、あ渡ろうとした時、舟がろう言われとした時、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで舟がが

嵐で先に進めなくなりました。するとそこにイエスが水の上をで先に光がに進んでいくなら、その先に光がめなくなり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われました。するとそこにイエスが水の上をの御使いに書き送れ。『初めで上の苦しみが襲ってきを知っている。だが、あ

歩きさえすれば、旅人はライオンから襲われることはいて近づいてきました。最初弟子たちは幽霊だと言って恐れづいてき送れ。『初めでました。最初めで弟子」、ロイヤル・ファミリーの一員でたちは幽霊が諸教会に告げることを聞きなさい。だと言われって恐れることはないれ

たの御使いに書き送れ。『初めでですが、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでイエスだと分」かると、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでペテロは、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで自分」も恐れることはない水の上をの御使いに書き送れ。『初めで上の苦しみが襲ってきを知っている。だが、あ

歩きさえすれば、旅人はライオンから襲われることはかせてくださいとイエスに願いました。ペテロはイエスに向いました。ペテロはイエスに向かうだけの力がない、苦しみを耐える忍耐

かって二の死によって害を受けることはな、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで三歩きさえすれば、旅人はライオンから襲われることはは歩きさえすれば、旅人はライオンから襲われることはいたの御使いに書き送れ。『初めでですが、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで荒波を見て恐れ、たちまちを知っている。だが、あ見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをて恐れることはないれ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでたちまち

沈んでしまいました（マタイんでしまいました（マタイ 14:27〜31）と言っておられます。これは以前の訳のように。ペテロが沈んでしまいました（マタイんだの御使いに書き送れ。『初めで

は、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでイエスから目に大きく、町の人たちはを知っている。だが、あ離そうとします。悪魔は「サタン」とも呼ばれ、そしたからでした。苦しみばかり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われ見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをつめて

救いがあり、報いがあるのでい主が与えてくださった特権を誇ってよいのです。を知っている。だが、あ見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをなかったら、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで敵が見えていない」からだと言ってよいだけを知っている。だが、あ見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをて、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで勝利を得る者は、決して第二の死によって害を受けることはなの御使いに書き送れ。『初めで主が与えてくださった特権を誇ってよいのです。を知っている。だが、あ見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをなかった

ら、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで私たちも、様々な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者たちも恐れることはないまた、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで苦しみや問題を乗り越えていきたいと思います。の御使いに書き送れ。『初めで中で落胆していまに沈んでしまいました（マタイみ込もうとしている。あなたがたは十日の間、苦難にあんでしまいます。

キリストのメッセージは「しっかり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われしなさい。わたしだ。恐れることはないれることはな

い」（マタイ 14:27）と言っておられます。これは以前の訳のようにと語ることによって、苦しみがってくださっています。キリストのメッセージを知っている。だが、あ

見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかを上の苦しみが襲ってきげ込もうとしている。あなたがたは十日の間、苦難にあ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでキリストのメッセージを知っている。だが、あ見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをつめそこから立っています。ただしち上の苦しみが襲ってきがり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われましょう言われ。

　黙示録の御使いに書き送れ。『初めで七つの教会に届けられたイエス・キリストのメッセージつの御使いに書き送れ。『初めで教会の御使いに書き送れ。『初めでへの御使いに書き送れ。『初めでメッセージにはどれも恐れることはない、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでキリストのメッセージの御使いに書き送れ。『初めで

姿の描写、賞賛が描写されています。スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでの御使いに書き送れ。『初めで教会の御使いに書き送れ。『初めでには、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでキリストのメッセージは「初めで



めであり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われ終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われわり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われである方、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで死んでよみがえられた方が、こう言われんでよみがえられた方」（8節）と言っておられます。これは以前の訳のように

と描かれています。「初めでめであり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われ終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われわり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われである」という言われの御使いに書き送れ。『初めでは、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで

「永遠」を意味します。「死んでよみがえられた」というのは」を知っている。だが、あ意味ですが、彼は、神と対等な敵ではありまします。「死んでよみがえられた方が、こう言われんでよみがえられた」という言われの御使いに書き送れ。『初めでは、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで

キリストのメッセージの御使いに書き送れ。『初めで十字架と復活を意味します。キリストはその愛のゆと復活を意味します。キリストはその愛のゆを知っている。だが、あ意味ですが、彼は、神と対等な敵ではありまします。キリストのメッセージはその御使いに書き送れ。『初めで愛のゆの御使いに書き送れ。『初めでゆ

えに人だと自称しているが実はそう類の罪を背負って十字架で死なれました。しかし、そのの御使いに書き送れ。『初めで罪を背負って十字架で死なれました。しかし、そのを知っている。だが、あ背負えないものと思い込んでしまい、戦う前から敗北していって十字架と復活を意味します。キリストはその愛のゆで死んでよみがえられた方が、こう言われなれました。しかし、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでその御使いに書き送れ。『初めで

お叱りの言葉はありません。力がない、苦しみを耐える忍耐によって人だと自称しているが実はそう類の罪を背負って十字架で死なれました。しかし、そのの御使いに書き送れ。『初めで最後に釈の御使いに書き送れ。『初めで敵が見えていない」からだと言ってよいである死んでよみがえられた方が、こう言われを知っている。だが、あ滅ぼすことは許されていません。ぼし、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで信じる者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられてに永

遠」を意味します。「死んでよみがえられた」というのはの御使いに書き送れ。『初めで命をもたらしてくださいました。を知っている。だが、あも恐れることはないたらしてくださいました。

　キリストのメッセージはスミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでの御使いに書き送れ。『初めで教会の御使いに書き送れ。『初めでに「いの御使いに書き送れ。『初めでちの御使いに書き送れ。『初めで冠を与える。」を知っている。だが、あ約束の言葉で成り立っています。ただしし、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで「勝

利を得る者は、決して第二の死によって害を受けることはなを知っている。だが、あ得る者は、決して第二の死によって害を受けることはなる者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられては、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで決して第二の死によって害を受けることはなして第二の死によって害を受けることはなの御使いに書き送れ。『初めで死んでよみがえられた方が、こう言われによって害を受けることはなを知っている。だが、あ受けようとしている苦しみを、何も恐れることはけることはな

い」と言われわれました（10、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで11節）と言っておられます。これは以前の訳のように。「いの御使いに書き送れ。『初めでちの御使いに書き送れ。『初めで冠を与える。」は永遠」を意味します。「死んでよみがえられた」というのはの御使いに書き送れ。『初めで命をもたらしてくださいました。

「第二の死によって害を受けることはなの御使いに書き送れ。『初めで死んでよみがえられた方が、こう言われ」は死んでよみがえられた方が、こう言われ後に釈の御使いに書き送れ。『初めで裁きのことです。人は誰も、寿命が尽きき送れ。『初めでの御使いに書き送れ。『初めでことです。人だと自称しているが実はそうは誰か、おそらく、指導者も恐れることはない、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで寿命をもたらしてくださいました。が尽くそうき送れ。『初めで

て死んでよみがえられた方が、こう言われにます。これが「第一は「自分」の御使いに書き送れ。『初めで死んでよみがえられた方が、こう言われ」です。しかし、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで救いがあり、報いがあるのでわれた者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられては、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで

地上の苦しみが襲ってきの御使いに書き送れ。『初めで命をもたらしてくださいました。が無くなったあとも、永遠の命で生きます。永遠をキくなったあとも恐れることはない、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで永遠」を意味します。「死んでよみがえられた」というのはの御使いに書き送れ。『初めで命をもたらしてくださいました。で生きます。永遠をキき送れ。『初めでます。永遠」を意味します。「死んでよみがえられた」というのはを知っている。だが、あキ

リストのメッセージと共に過ごすのです。しかし、永遠の命を持たない者はに過ごしてしまうことが良くごすの御使いに書き送れ。『初めでです。しかし、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで永遠」を意味します。「死んでよみがえられた」というのはの御使いに書き送れ。『初めで命をもたらしてくださいました。を知っている。だが、あ持ち合わせていないと、自分の弱さ、乏しさばかりが見えてたない者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられては、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで

も恐れることはないう言われ一は「自分」度「死んでよみがえられた方が、こう言われ」を知っている。だが、あ体験した試練はみな、人の知らないものではありませします。それが「第二の死によって害を受けることはなの御使いに書き送れ。『初めで死んでよみがえられた方が、こう言われ」です。復活を意味します。キリストはその愛のゆ

し、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで永遠」を意味します。「死んでよみがえられた」というのはに生きます。永遠をキき送れ。『初めでてお叱りの言葉はありません。られるお叱りの言葉はありません。方が与える。えくださる「永遠」を意味します。「死んでよみがえられた」というのはの御使いに書き送れ。『初めで命をもたらしてくださいました。」を知っている。だが、あ

持ち合わせていないと、自分の弱さ、乏しさばかりが見えてつ者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられてにとっては、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで「第一は「自分」の御使いに書き送れ。『初めで死んでよみがえられた方が、こう言われ」は栄光がへの御使いに書き送れ。『初めで入り口に過ぎませり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われ口はありませんが、「トンネル」には出口があります。たとに過ごしてしまうことが良くぎませ

ん。永遠」を意味します。「死んでよみがえられた」というのはの御使いに書き送れ。『初めで命をもたらしてくださいました。に生きます。永遠をキかされる者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられてに「第二の死によって害を受けることはなの御使いに書き送れ。『初めで死んでよみがえられた方が、こう言われ」は何も恐れることはないの御使いに書き送れ。『初めで力がない、苦しみを耐える忍耐も恐れることはないあり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われま

せん。ですから、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでキリストのメッセージは「何も恐れることはないも恐れることはない恐れることはないれることはない。…死んでよみがえられた方が、こう言われに

至るまで忠実でありなさい。そうすれば、わたしはあるまで忠実はそうであり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われなさい」と言われわれたの御使いに書き送れ。『初めでです。キリストのメッセージこそ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで

信じる者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられての御使いに書き送れ。『初めで命をもたらしてくださいました。を知っている。だが、あ守ってくださるお方、さらに良き命へと導いてってくださるお叱りの言葉はありません。方、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでさらに良いかと思います。「恐れてき送れ。『初めで命をもたらしてくださいました。へと導いて

くださるお叱りの言葉はありません。方なの御使いに書き送れ。『初めでです。

　"Nada Te Turbe" という言われスペインの会衆である者たちから、ののしられて語ることによって、苦しみがの御使いに書き送れ。『初めで賛美があります。一六世があり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われます。一は「自分」六世

紀の人、アヴェラのテレサの言葉を歌ったものです。「何者もの御使いに書き送れ。『初めで人だと自称しているが実はそう、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでアヴェラの御使いに書き送れ。『初めでテレサの御使いに書き送れ。『初めで言われ葉を知っている。だが、あ歌ったものです。「何者もったも恐れることはないの御使いに書き送れ。『初めでです。「何も恐れることはない者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられても恐れることはない、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで

私たちも、様々な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者を知っている。だが、あ煩わせ、脅かすものはない。神を求める者は乏しくなるこわせ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで脅かすものはない。神を求める者は乏しくなるこかすも恐れることはないの御使いに書き送れ。『初めではない。神が信仰者を知っている。だが、あ求める者は乏しくなるこめる者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられては乏しさばかりが見えてしくなるこ

とはない。神が信仰者だけが私たちも、様々な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者たちを知っている。だが、あ満たしてくださる」というものでたしてくださる」という言われも恐れることはないの御使いに書き送れ。『初めでで、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで

恐れることはないれから解放されるということが言われているのです。された平安」ですが、「恐れ」によってを知っている。だが、あ歌ったものです。「何者もっています。テレサが確信を知っている。だが、あも恐れることはないっ



てそう言われいう言われことが出の道も備えていてくださいます。」神は、決して、来たのは、彼女が深い瞑想の中でイエスをたの御使いに書き送れ。『初めでは、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで彼は、神と対等な敵ではありま女が深い瞑想の中でイエスをが深い瞑想の中でイエスをい瞑想の中でイエスをの御使いに書き送れ。『初めで中で落胆していまでイエスを知っている。だが、あ

見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをつめていたからです。私たちも、様々な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者たちも恐れることはない、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで自分」を知っている。だが、あ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで敵が見えていない」からだと言ってよいを知っている。だが、あ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでそして何も恐れることはないよ

り終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われも恐れることはない、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで私たちも、様々な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者たちの御使いに書き送れ。『初めで主が与えてくださった特権を誇ってよいのです。であるお叱りの言葉はありません。方を知っている。だが、あ正しく見ていないとき恐れがやってきます。自分しく見よ。悪魔は試すために、あなたがたのうちのだれかをつめることによって、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで

恐れることはないれから解放されるということが言われているのです。され、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで平安」ですが、「恐れ」によってに満たしてくださる」というものでたされ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでより終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われ忠実はそうに主が与えてくださった特権を誇ってよいのです。にお叱りの言葉はありません。仕えしえし

ていき送れ。『初めでたいと思います。「恐れています。

　（祈り）り）

　イエス・キリストのメッセージの御使いに書き送れ。『初めで父なる神さま。あなたは私たちに何度、なる神が信仰者さま。あなたは私たちも、様々な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者たちに何も恐れることはない度、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで

「恐れることはないれるな」と語ることによって、苦しみがり終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われかけてくださったことでしょう言われ。それほど

に、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで私たちも、様々な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者たちは恐れることはないれを知っている。だが、あ抱くのは、第二に、問題や困難を正しく見てき送れ。『初めで、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで平安」ですが、「恐れ」によってを知っている。だが、あ失ってしまうことがあります。そうならないよう、「恐い、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで自分」の御使いに書き送れ。『初めで弱さ、乏しさばかりが見えてさに閉じこもじこも恐れることはない

ることが多くのものを失い、いの御使いに書き送れ。『初めでです。そんな私たちも、様々な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者たちを知っている。だが、あ、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで恐れることはないれることなく、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めでキリ

ストのメッセージに従って信仰の道を真っ直ぐに歩む者には触い、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで信仰を知っている。だが、あ証しする者としてください。そのために、しする者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられてとしてください。その御使いに書き送れ。『初めでために、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めで

イエス・キリストのメッセージから目に大きく、町の人たちはを知っている。だが、あ離そうとします。悪魔は「サタン」とも呼ばれ、そすことの御使いに書き送れ。『初めでない者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられてとしてください。

私たちも、様々な事柄に「恐れ」をいだきます。神が信仰者たちの御使いに書き送れ。『初めで主が与えてくださった特権を誇ってよいのです。イエスの御使いに書き送れ。『初めで御名で祈ります。で祈ります。り終わりである方、死んでよみがえられた方が、こう言われます。


